
『
就
実
論
叢
』
第
四
五
号
　
抜
刷

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学
　
二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
　
発
行

加

藤

美

奈

子

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇し

や
ぼ
て
ん

王
樹
」「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」

〈
資
料
紹
介
〉
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与謝野晶子自筆歌稿「覇王樹」「暑ぐるし」「おこたらむ」

〈
資
料
紹
介
〉
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿

「
覇し

や
ぼ
て
ん

王
樹
」「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」

加

藤

美
奈
子

で
紹
介
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
先
の
一
二
枚
の
歌
稿
と
は
別
に
、
封
筒
に
収
め
ら
れ
、

書
簡
の
添
え
ら
れ
て
い
な
い
歌
稿
三
枚
に
つ
い
て
、
図
版
・
翻
刻
を
掲
載
し
、

解
説
を
加
え
る
。
こ
の
晶
子
自
筆
歌
稿
は
、
洋
封
筒
に
三
枚
が
収
め
ら
れ
た
状

態
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
封
筒
裏
に
「
三
月
九
日　

与
謝
野
晶
子
」
と
自
書
さ

れ
、
消
印
の
日
付
は
、
発
信
局
印
が
大
正
三
年
三
月
九
日
（
封
筒
表
）、
受
信

局
印
が
大
正
三
年
三
月
一
〇
日
（
封
筒
裏
）
で
、
大
正
三
年
三
月
九
日
付
の
封

筒
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
用
紙
一
首
目
の
初
句
を
取
っ
て
仮
称
す
る
が
、
三
枚

は
、「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」「
覇し

や
ぼ
て
ん

王
樹
」
の
順
に
重
ね
ら
れ
た
状
態
で

収
め
ら
れ
て
い
る
。
詠
草
の
掲
載
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
執
筆
年
代
は
、「
覇

は
じ
め
に

―
倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」
所
収

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
・
書
簡
に
つ
い
て

倉
敷
市
所
蔵
「
薄
田
泣
菫
文
庫
」（
以
下
、「
泣
菫
文
庫
」）
所
蔵
の
与
謝
野

晶
子
自
筆
歌
稿
一
二
枚
を
、
本
論
叢
第
四
〇
～
四
三
号
掲
載
の
拙
稿
に
お
い
て

紹
介
し
た
（『
就
実
論
叢
』
二
〇
一
一
～
二
〇
一
四
年
）。「
泣
菫
文
庫
」
所
収

の
泣
菫
宛
晶
子
書
簡
一
五
通
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
市
編
著
『
倉
敷
市
蔵　

薄
田

泣
菫
書
簡
集　

詩
歌
人
篇
』（
八
木
書
店
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
、
翻
刻
・
注
・

解
説
を
載
せ
た
。同
書
掲
載
の
大
正
五
年
七
月
一
七
日
付
泣
菫
宛
晶
子
書
簡（
書

簡
番
号
５
）
に
同
封
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
自
筆
歌
原
稿
一
枚
（「
輓
歌

　

上
田
先
生
の
た
め
に
」）
に
つ
い
て
は
、
本
論
叢
第
四
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
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加藤美奈子

【
図
版
１
】
～
【
図
版
５
】
は
、本
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所
に
よ
る
撮
影
で
、

倉
敷
市
の
許
諾
を
得
て
掲
載
し
た
。
担
当
の
文
化
振
興
課
・
薄
田
泣
菫
顕
彰
会

に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

一	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」

	

解
題

封
筒
（
表
【
図
版
１
】・
裏
【
図
版
２
】）
は
、
白
の
洋
封
筒
を
縦
に
用
い
、

原
稿
用
紙
を
四
つ
折
り
に
し
て
収
め
て
い
る
。
縦
14.8
㎝
×
横
9.8
㎝
、
洋
紙
の
洋

封
筒
で
、「
官
製
は
が
き
」
の
大
き
さ
に
相
当
し
、
左
上
に
一
銭
切
手
（「
菊
切

手
」）
二
枚
が
貼
ら
れ
、
消
印
は
、
発
信
局
印
が
切
手
の
上
に
一
箇
所
、
裏
面

に
着
信
局
印
が
一
箇
所
あ
る
。
表
右
上
部
が
や
や
大
き
く
破
れ
、
住
所
の
一
部

が
欠
損
し
て
い
る
。
表
の
住
所
・
宛
名
、
裏
の
署
名
と
も
に
、
筆
跡
に
よ
り
晶

子
の
自
書
と
判
断
出
来
る
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。

歌
稿
「
覇
王
樹
」「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」
三
枚
の
原
稿
用
紙
に
は
い

ず
れ
も
、
一
行
目
よ
り
一
マ
ス
に
一
文
字
ず
つ
イ
ン
ク
の
ペ
ン
書
き
で
短
歌
が

記
入
さ
れ
、
一
首
を
二
行
に
収
め
、
総
ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
。
用
紙
は
、
三

枚
と
も
数
ミ
リ
の
誤
差
は
あ
る
が
、
縦
25.8
㎝
×
横
35.6
㎝
の
洋
紙
、「
Ｂ
４
」
サ

イ
ズ
に
相
当
し
、
青
罫
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
で
あ
る
。「
覇
王
樹
」
一
枚

は
「
十
ノ
廿　

松
屋
製
」、「
お
こ
た
ら
む
」「
暑
ぐ
る
し
」
二
枚
は
「
十
ノ

二
十　

神
樂
阪マ

マ

山
田
製
」
と
、
左
下
欄
外
に
青
で
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

「
覇
王
樹
」（【
図
版
３
】）
は
、
欄
外
の
記
載
は
な
く
、
短
歌
一
〇
首
の
み
が

王
樹
」（
初
出
・
大
正
三
年
三
月
一
五
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
掲
載
）、「
暑

ぐ
る
し
」（
初
出
・
大
正
六
年
八
月
一
一
日
～
九
月
七
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

掲
載
）、「
お
こ
た
ら
む
」（
四
首
が
歌
集
『
火
の
鳥
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
八

年
八
月
）
所
収
）
の
順
と
な
る
。
大
正
三
年
三
月
九
日
付
で
「
覇
王
樹
」
を
送

付
し
た
封
筒
に
、
後
の
歌
稿
「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」
の
二
枚
が
あ
わ

せ
て
収
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
な
お
、「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
泣
菫
宛
晶
子
書

簡
一
五
通
の
内
に
は
、
こ
れ
ら
の
歌
稿
に
同
封
さ
れ
た
送
付
状
と
判
断
し
得
る

年
代
・
内
容
の
書
簡
は
確
認
出
来
な
い
。

原
稿
用
紙
は
、「
覇
王
樹
」
が
「
松
屋
製
」、「
暑
ぐ
る
し
」「
お
こ
た
ら
む
」

が
「
神
樂
阪マ

マ

山
田
製
」
で
あ
る
。
晶
子
自
筆
歌
稿
一
二
枚
及
び
「
輓
歌　

上
田

先
生
の
た
め
に
」
で
は
、
大
正
二
年
（
本
論
叢
第
四
一
号
掲
載
歌
稿
「
湯
あ
か

り
の
後
」）
～
大
正
五
年
七
月
（
本
論
叢
第
四
二
・
四
四
号
掲
載
歌
稿
「
萱
の
葉
」

「
輓
歌　

上
田
先
生
の
た
め
に
」）
の
四
枚
が
「
松
屋
製
」、大
正
六
年
五
月
（
本

論
叢
第
四
二
号
掲
載
歌
稿
【
図
版
８
】）
～
大
正
一
〇
年
（
本
論
叢
第
四
二
号

掲
載
歌
稿
【
図
版
３
】【
図
版
４
】）
の
九
枚
が
「
神
樂
阪
山
田
製
」
で
、
此
度

の
三
枚
の
原
稿
用
紙
の
使
用
年
代
も
こ
れ
に
矛
盾
し
な
い
。

以
下
、
晶
子
自
筆
歌
稿
三
枚
及
び
そ
れ
ら
を
収
め
て
い
る
封
筒
に
つ
い
て
、

図
版
（
後
掲
【
図
版
１
】
～
【
図
版
５
】）
を
掲
載
・
翻
刻
す
る
。
倉
敷
市
作

成
の
「
泣
菫
文
庫
」
の
目
録
番
号
は
、
資
料
の
重
ね
ら
れ
た
順
と
な
っ
て
い
る

が
、
前
述
の
年
代
順
に
改
め
、
紹
介
・
掲
載
し
た
。
あ
わ
せ
て
「
大
阪
毎
日
新

聞
」
の
初
出
紙
面
を
掲
載
し
た
（【
紙
面
①
】
～
【
紙
面
⑤
】、
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
の
複
写
に
よ
る
）。
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み
て
」
の
四
首
が
『
全
集
』
未
所
収
で
あ
り
、
第
四
二
・
四
三
号
で
は
、
九
枚

の
自
筆
歌
稿
に
お
い
て
計
一
五
首
が
『
全
集
』
未
所
収
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
今
回
、
三
枚
の
自
筆
歌
稿
に
記
さ
れ
た
三
〇
首
の
詠
草
の
内
、「
覇
王
樹
」

の
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
四
首
と
、「
お
こ
た
ら
む
」
の

歌
集
『
火
の
鳥
』
に
所
収
さ
れ
な
か
っ
た
六
首
の
計
一
〇
首
が
、『
全
集
』
未

所
収
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
、「
泣
菫
文
庫
」
所
収
の
晶
子
自
筆
歌
稿
は
、
総

計
一
八
枚
で
、
自
書
さ
れ
た
一
四
四
首
の
内
、
二
七
首
が
『
全
集
』
に
未
所
収

で
あ
る
こ
と
が
現
時
点
で
確
認
出
来
る
。
ま
た
、
初
出
・
所
収
歌
集
の
確
認
出

来
る
作
品
に
つ
い
て
も
、
表
現
の
異
同
が
見
ら
れ
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
だ
ろ

う
。二	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」「
お
こ
た
ら
む
」「
暑
ぐ
る
し
」

	

図
版
・
翻
刻

以
下
、薄
田
泣
菫
（
本
名
・
薄
田
淳
介
）
宛
の
封
筒
（
表
【
図
版
１
】・
裏
【
図

版
２
】）
と
、
そ
れ
に
収
め
ら
れ
た
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
三
枚
の
図
版
（【
図

版
３
】
～
【
図
版
５
】）
を
掲
げ
、
翻
刻
を
後
に
示
し
た
。
翻
刻
に
お
け
る
改

行
等
は
図
版
に
準
じ
て
い
る
。
字
体
は
新
旧
と
も
に
自
筆
に
準
じ
た
。
■
は
判

読
不
能
の
箇
所
及
び
、
文
字
の
修
正
箇
所
で
修
正
前
の
文
字
が
不
明
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
修
正
後
の
文
字
の
前
に
示
し
た
。
ま
た
、
修
正
前
の
文
字
が
判
読

出
来
る
場
合
、
元
の
文
字
を
〔　

〕
で
修
正
後
の
文
字
の
前
に
示
し
た
。
□
は

翻
字
し
難
い
部
分
を
示
し
、
そ
の
他
注
記
も
〔　

〕
内
に
示
し
た
。

自
書
さ
れ
て
い
る
。
一
首
目
よ
り
六
首
目
ま
で
が
「
覇
王
樹
」
の
題
で
大
正
三

年
三
月
一
五
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」（【
紙
面
①
】）
に
掲
載
さ
れ
た
。
七
首

目
よ
り
一
〇
首
ま
で
の
四
首
は
、『
定
本　

與
謝
野
晶
子
全
集
』一
～
二
〇
巻（
講

談
社
、
昭
和
五
四
～
五
六
年
、
以
下
『
全
集
』）
へ
の
所
収
が
な
く
、
初
出
・

所
収
歌
集
等
が
現
時
点
で
は
確
認
出
来
な
い
。

「
暑
ぐ
る
し
」（【
図
版
４
】）
は
、右
欄
外
に
「
与
謝
野
晶
子
」
署
名
が
あ
り
、

上
方
の
記
号
が
「
△
」
の
よ
う
な
形
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
薄
れ
「
∴
」
の
よ
う

に
図
版
で
は
見
え
る
。
三
首
ず
つ
が
三
回
に
わ
た
り
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
掲

載
さ
れ
、
最
後
の
一
首
は
歌
稿
に
な
い
二
首
を
加
え
て
同
様
に
掲
載
さ
れ
た
。

発
表
順
は
、
最
後
の
方
の
日
付
が
古
く
、
最
初
の
方
が
新
し
く
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
一
首
目
よ
り
三
首
目
が
大
正
六
年
九
月
七
日
付
（【
紙
面
②
】）、

四
首
目
よ
り
六
首
目
が
同
年
九
月
一
日
付
（【
紙
面
③
】）、
七
首
目
よ
り
九
首

目
が
同
年
八
月
一
七
日
付
（【
紙
面
④
】）、
一
〇
首
目
が
同
年
八
月
一
一
日
付

（【
紙
面
⑤
】）で
、そ
れ
ぞ
れ
三
首
が
無
題
で
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
八
月
一
七
日
、

九
月
一
日
・
七
日
の
同
じ
紙
面
に
は
、
泣
菫
の
コ
ラ
ム
「
茶
話
」
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

「
お
こ
た
ら
む
」（【
図
版
５
】）
は
、
右
欄
外
に
「
○
」、
下
方
に
「
与
謝
野

晶
子
」
と
署
名
が
あ
り
、
一
〇
首
が
自
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
歌
集
『
火

の
鳥
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
八
年
八
月
）
に
四
首
が
確
認
出
来
る
が
、
初
出

は
『
全
集
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
六
首
は
、『
全
集
』
へ
の
所
収
が
な
く
、

初
出
・
所
収
歌
集
等
が
現
時
点
で
は
確
認
出
来
な
い
。

本
論
叢
第
四
一
号
で
は
、
歌
稿
「
湯
あ
か
り
の
後
」
の
二
首
、
歌
稿
「
土
ふ
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【
図
版
１
】
封
筒
表
―
翻
刻

〔
上
部
欠
損
（
大
阪
市
カ

）〕
東
区
大
川
町

〔
上
部
欠
損
（
大
カ

）〕
阪
毎
日
新
聞
社

薄
田
淳
介
様み

も
と
に□

□
〔
み
な
カ

〕
様

〔
切
手
（
一
銭
）
二
枚
〕

〔
発
信
局
印
〕
■
〔
麹
カ

〕
町
／
３

３

９
／
〔
判
読
不
能
〕

【
図
版
２
】
封
筒
裏
―
翻
刻

三
月
九
日

与
謝
野
晶
子

〔
受
信
局
印
〕
■
■
〔
大
阪
カ

〕
中
央
／
３

３
．
10
／
前
７
―
８

【
図
版
１
】
封
筒
表

【
図
版
２
】
封
筒
裏
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【
図
版
３
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」
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加藤美奈子
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【
図
版
４
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
暑
ぐ
る
し
」
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【
図
版
５
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
お
こ
た
ら
む
」
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【
図
版
４
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
暑
ぐ
る
し
」
―
翻
刻

〔
欄
外
〕　

∴　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

暑あ
つ

ぐ
る
し
恨う
ら

め
し
ご
と
も
懐な
つ

か
し
き
こ
と
も
忘わ
す

れ
む

夏な
つ

の
心こ
こ
ろは

形ぎ
や
う

相さ
う

の
醜み
に
くき
夏な
つ

は
わ
れ
か
と
も
汗あ
せ

に
ひ
た
り
て
思お
も

ふ

人ひ
と

か
な

夏な
つ

の
夜よ

の
暁あ
け

近ち
か

し
な
ど
つ
ぶ
や
く
は
恋こ
ひ

人び
と

め
き
し
女
を
ん
な

と
も
だ
ち

い
な
づ
ま
の
幾い

く

筋す
ぢ

落お

ち
て
そ
の
の
ち
の
黒く
ろ

き
木こ

立だ
ち

は

そ
よ
風か

ぜ

を
吹ふ

く

こ
と
■
■
ご
と
く
鉛な

ま
りの
重お
も

さ
持も

つ
如ご
と

き
夏な
つ

の
も
の
に
し
も

れ
ず
心こ

こ
ろも

何な
に

人び
と

も
解と

け
と
し
云い

は
ぬ
謎な
ぞ

置お

き
て
二ふ
た
り人
向む
か

へ
る
年と
し

月つ
き

な
る
や

そ
の
身み

を
ば
へ
り
く
だ
る
と
も
驕け
う

慢ま
ん

の
限か
ぎ

り
無な

き
と

も
見み

知し

ら
ざ
る
人ひ
と

幸さ
い
は
ひの
全ま
つ
たか
ら
ざ
る
も
の
を
持も

つ
身み

に
も
ふ
さ
は
ぬ
あ

て
な
る
心

こ
こ
ろ

窓ま
ど

の
も
と
縁え
ん

の
は
し
ば
し
唯た

だ
暑あ
つ

し
死し

に
た
る
家い
へ

と

夏な
つ

は
云い

は
ま
し

わ
が
気き

随ず
ゐ

烈は
げ

し
く
な
り
て
か
こ
つ
な
り
恋こ
ひ

の
〔
ご
〕
が
れ
ん

と
〔
恋
〕
男を

と
この
や
う
に

【
図
版
３
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」
―
翻
刻

覇〔
さ
〕し
や
ぼ
て
ん

王
樹
等ら

翅つ
ば
さす
ぼ
め
て
相あ
ひ

寄よ

れ
る
鉢は
ち

の
上う
へ

に
も
雨あ
め

ふ

る
雨あ

め

ふ
る

わ
が
手て

な
る
柑か
う

子じ

の
實み

よ
り
ほ
の
か
な
る
朱し
ゆ

を
ち
ら

す
時と

き

降ふ

れ
る
雨あ
め

か
な

炎ほ
の
ほを
ば
名な

と
し
た
り
と
は
思お
も

へ
ど
も
は
な
び
ら
白し
ろ

く

透す
き

■と
ほ

り
行ゆ

く

巴パ
リ
イ里
な
る
市し

廳ち
や
うの
屋や

根ね

に
ひ
る
が
へ
る
古ふ
る

き
旗は
た

な
ど

思お
も

へ
る
夕
ゆ
ふ
べ

濡ぬ

れ
て
行ゆ

く
セ
エ
ヌ
の
岸き
し

の
敷し
き

石い
し

の
道み
ち

の
目め

に
見み

ゆ

晝ひ
る

過す

ぎ
の
雨あ
め

た
け

高た
か

き
素す

足あ
し

の
人ひ
と

の
こ
こ
ち
す
る
青あ
を

桐ぎ
り

の
木き

の
雨あ
め

の

色い
ろ

か
な

三さ
ん

月ぐ
わ
つの
末す
ゑ

と
な
り
け
れ
和
や
は
ら
かき
圡つ
ち

の
色い
ろ

を
ば
見み

つ
つ
思お
も

へ
ば

つ
つ
ま
し
く
我わ

が

手て

を
膝ひ
ざ

に
置お

く
時と
き

も
み
だ
ら
に
降ふ

れ

る
春は

る

の
雨あ
め

か
な

ほ
の
白じ

ろ

き
短た
ん

劔け
ん

の
先さ
き

見■
み

ゆ
る
な
る
蕾つ
ぼ
みの
花は
な

の
木も
く

蓮れ
ん

に

し
て

紫む
ら
さ
きの
硝が
ら
す子
の
窓ま
ど

の
彼か
な
た方
よ
り
〔
暁
〕
あ
か
つ
き
の
空そ
ら

も
の
を
云い

ふ
か

な
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三	

与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」「
お
こ
た
ら
む
」「
暑
ぐ
る
し
」

	

初
出
・
所
収
歌
集
、
異
同

以
下
、
歌
稿
順
に
詠
草
の
初
出
・
所
収
状
況
・
異
同
を
示
す
。
底
本
は
、『
定

本　

與
謝
野
晶
子
全
集
』
一
～
二
〇
巻
（
講
談
社
、
昭
和
五
四
～
五
六
年
、
以

下『
全
集
』）に
よ
っ
た
。
表
記
等
の
異
同
を
示
す
傍
線
は
、引
用
者
に
よ
る（
ル

ビ
の
有
無
、
字
体
の
異
同
に
は
傍
線
は
用
い
ず
、
テ
キ
ス
ト
を
併
記
す
る
こ
と

で
示
し
た
）。

ゴ
シ
ッ
ク
体
で
自
筆
歌
稿
の
翻
刻
を
示
し
た
（
文
字
の
修
正
箇
所
の
記
号
等

は
省
略
し
た
）。〔
拾
遺
〕
は
『
全
集
』
に
よ
り
、（　

）
内
に
初
出
年
を
示
し

て
い
る
。
歌
番
号
は
、〔
歌
集
〕〔
拾
遺
〕
と
も
に
『
全
集
』
に
よ
っ
た
。

〔
初
出
〕
の
「
大
阪
毎
日
」
は
、「
大
阪
毎
日
新
聞
」
で
、
後
掲
の
図
版
【
紙

面
①
】
～
【
紙
面
⑤
】
を
併
せ
て
参
照
し
、掲
載
歌
は
紙
面
に
準
じ
て
載
せ
た
。

〔
改
全
〕
は
、改
造
社
版
『
與
謝
野
晶
子
全
集
』（
昭
和
八
～
九
年
）、異
同
は
『
全

集
』
に
よ
り
、
⑴
～
⑸
は
初
句
～
五
句
を
示
す
。

・　

初
出
掲
載
、
歌
集
未
収
録
歌
。〔
初
出
〕
に
初
出
紙
を
示
す
。

○　

歌
集
所
収
歌
。〔
歌
集
〕
に
所
収
歌
集
・
歌
番
号
を
示
す
。

与
謝
野
晶
子
『
火
の
鳥
』（
金
尾
文
淵
堂
、
大
正
八
年
八
月
）

●　

初
出
不
明
、『
全
集
』・
歌
集
未
所
収
歌
。

【
紙
面
①
】
～
【
紙
面
⑤
】　
〔
初
出
〕
の
図
版
番
号
（
後
掲
）。
以
下
、【
①
】

～
【
⑤
】
で
示
す
。

【
図
版
５
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
お
こ
た
ら
む
」
―
翻
刻

〔
欄
外
〕　

○　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
謝
野
晶
子

お
こ
た
ら
む
病や

ま
ひ

重お
も

■
ら
む
と
も
か
く
も
思お
も

ひ
え
わ
か
ず

い
と
ほ
し
き
子こ

よ

病や
ま
ひす
る
子こ

と
居ゐ

て
思お
も

ふ
寿じ
ゆ

命み
や
う

經き
や
う

無む

量り
や
う

寿じ
ゆ

經き
や
うと
云い

ふ
如ご
と

き
名な

も

し
み
じ
み
と
子こ

の
年と
し

ほ
ど
の
わ
が
■
見み

つ
る
世せ

界か
い

を
思お
も

ふ
病や

め
ば
み
と
り
て

夜よ

の
二に

時じ

を
晝ひ
る

の
こ
こ
ち
に
往ゆ
き

來き

す
る
家い
へ

の
う
ち
か

な
子こ

の
病や
ま
ひゆ
ゑ

日ひ

の
く
れ
に
病や

む
子こ

の
頬ほ

に
も
似に

る
さ
く
ら
隣と
な
りよ
り

散ち

る
あ
さ
ま
し
き
ほ
ど

子こ

の
病や

み
て
晝ひ
る

夜よ
る

わ
か
ぬ
時と
き

に
■
さ
へ
君き
み

の
あ
ら
ば
と

思お
も

ふ
家い
へ

か
な

し
ど
け
無な

く
う
ち
乱み
だ

れ
し
も
乱み
だ

れ
ぬ
も
机つ
く
ゑは
さ
び
し

君き
み

あ
ら
ぬ
時と
き

病や
ま
ひす
る
子こ

が
枕ま
く
ら

邉べ

に
む
つ
ま
じ
き
二ふ
た
り人
三み
た
り人
と
語か
た

る

夜よ

の
雨あ
め

わ
が
鉢は
ち

に
萎し
ほ

れ
し
花は
な

の
こ
こ
ち
す
る
病や

め
る
子こ

を
見み

て
天あ
め

地つ
ち

も
う
し

熱ね
つ

病や

み
て
怪あ
や

し
き
こ
と
を
云い

ひ
つ
の
る
子こ

も
さ
の
み

と
し
筆ふ

で

と
り
ぬ
わ
れ
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・
濡ぬ

れ
て
行ゆ

く
セ
エ
ヌ
の
岸き
し

の
敷し
き

石い
し

の
道み
ち

の
目め

に
見み

ゆ
晝ひ
る

過す

ぎ
の
雨あ
め

〔
初
出
〕
濡ぬ

れ
て
行ゆ

く
セ
エ
ヌ
の
岸き
し

の
敷し
き

石い
し

の
衜み
ち

の
目め

に
見み

ゆ
晝ひ
る

過す

ぎ
の
雨

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
177

・
た
け

高た
か

き
素す

足あ
し

の
人ひ
と

の
こ
こ
ち
す
る
青あ
を

桐ぎ
り

の
木き

の
雨あ
め

の
色い
ろ

か
な

〔
初
出
〕
丈た

け

高た
か

き
素す

足あ
し

の
人ひ
と

の
こ
こ
ち
す
る
靑あ
を

桐き
り

の
木き

の
雨あ
め

の
色い
ろ

か
な

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
178

●
三さ
ん

月ぐ
わ
つの
末す
ゑ

と
な
り
け
れ
和
や
は
ら
かき
圡つ
ち

の
色い
ろ

を
ば
見み

つ
つ
思お
も

へ
ば

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

●
つ
つ
ま
し
く
我わ

が

手て

を
膝ひ
ざ

に
置お

く
時と
き

も
み
だ
ら
に
降ふ

れ
る
春は
る

の
雨あ
め

か
な

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

●
ほ
の
白じ

ろ

き
短た
ん

劔け
ん

の
先さ
き

見み

ゆ
る
な
る
蕾つ
ぼ
みの
花は
な

の
木も
く

蓮れ
ん

に
し
て

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

●
紫む

ら
さ
きの
硝が
ら
す子
の
窓ま
ど

の
彼か
な
た方
よ
り
あ
か
つ
き
の
空そ
ら

も
の
を
云い

ふ
か
な

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

【
図
版
３
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
覇
王
樹
」
一
〇
首

・
覇

〔
さ
〕し
や
ぼ
て
ん

王
樹
等ら

翅つ
ば
さす
ぼ
め
て
相あ
ひ

寄よ

れ
る
鉢は
ち

の
上う
へ

に
も
雨あ
め

ふ
る
雨あ
め

ふ
る

〔
初
出
〕
覇さ
王ぼ
て
ん樹
が
翅つ

ば
さす

ぼ
め
て
相あ
ひ

寄よ

れ
る
鉢は
ち

の
上う
へ

に
も
雨あ
め

ふ
る
雨あ
め

ふ
る

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
173

・
わ
が
手て

な
る
柑か
う
じ子
の
實み

よ
り
ほ
の
か
な
る
朱し
ゆ

を
ち
ら
す
時と
き

降ふ

れ
る
雨あ
め

か
な

〔
初
出
〕
わ
が
手て

な
る
柑か
う
じ子
の
實み

よ
り
ほ
の
か
な
る
朱し
ゆ
を
ち
ら
す
時と
き

降ふ

れ
る
雨あ
め
か
な

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
174

・
炎ほ
の
ほを
ば
名な

と
し
た
り
と
は
思お
も

へ
ど
も
は
な
び
ら
白し
ろ

く
透
す
き
と
ほり
行ゆ

く

〔
初
出
〕
炎

ほ
の
ふ

を
ば
名な

と
し
た
り
と
は
思お
も

へ
ど
も
花は

な

び
ら
白し
ろ

く
透
す
き
と
ほり
ゆ
く

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
175

・
巴パ
リ
イ里
な
る
市し

廳ち
や
うの
屋や

根ね

に
ひ
る
が
へ
る
古ふ
る

き
旗は
た

な
ど
思お
も

へ
る
夕
ゆ
ふ
べ

〔
初
出
〕
巴パ

里リ
ー

な
る
市し

廳て
う

の
屋や

根ね

に
ひ
る
が
へ
る
古ふ
る

き
旗は
た

な
ど
思お
も

へ
る
夕
ゆ
ふ
べ

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
三
年
三
月
一
五
日
）「
覇
王
樹
」【
①
】）

〔
拾
遺
（
大
正
三
年
）〕
176
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・
こ
と
ご
と
く
鉛な
ま
りの
重お
も

さ
持も

つ
如ご
と

き
夏な
つ

の
も
の
に
し
も
れ
ず
心こ
こ
ろも

〔
初
出
〕
こ
と
ご
と
く
鉛な

ま
りの
重お
も

さ
持も

つ
如ご
と

き
夏な
つ

の
も
の
に
し
も
れ
ず
心こ

ゝ
ろ

も

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
一
日
）【
③
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
169

・
何な
に

人び
と

も
解と

け
と
し
云い

は
ぬ
謎な
ぞ

置お

き
て
二ふ
た
り人
向む
か

へ
る
年と
し

月つ
き

な
る
や

〔
初
出
〕
何な

に

人ひ
と

も
解と

け
と
し
云い

は
ぬ
謎な
ぞ

置お

き
て
二ふ
た
り人
向む
か

へ
る
年と
し

月つ
き

な
る
や

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
一
日
）【
③
】）

〔
歌
集
〕
天あ

め
つ
ち地
に
解と

け
と
も
云い

は
ぬ
謎な
ぞ

置お

き
て
二ふ
た
り人
む
か
へ
る
年と
し

月つ
き

な
る
や

（『
火
の
鳥
』
440
）

・
そ
の
身み

を
ば
へ
り
く
だ
る
と
も
驕け
う

慢ま
ん

の
限か
ぎ

り
無な

き
と
も
見み

知し

ら
ざ
る
人ひ
と

〔
初
出
〕
そ
の
身み

を
ば
へ
り
く
だ
る
と
も
驕け
う

慢ま
ん
の
限か
ぎ
り
無な

き
と
も
見み

知し

ら
ざ
る
人ひ
と

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
八
月
一
七
日
）【
④
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
149

・
幸
さ
い
は
ひ

の
全ま
つ
たか
ら
ざ
る
も
の
を
持も

つ
身み

に
も
ふ
さ
は
ぬ
あ
て
な
る
心
こ
こ
ろ

〔
初
出
〕
幸
さ
い
は
ひ

の
全ま
つ
たか
ら
ざ
る
も
の
を
持も

つ
身み

に
も
ふ
さ
は
ぬ
あ
て
な
る
心こ

ゝ
ろ

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
八
月
一
七
日
）【
④
】）

〔
歌
集
〕
幸

さ
い
は
ひ

は
全ま
つ
たか
ら
ざ
る
も
の
な
が
ら
心こ
ゝ
ろは
貴あ
て

に
ま
ど
か
な
り
け
り

（『
火
の
鳥
』
438
）

【
図
版
４
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
暑
ぐ
る
し
」
一
〇
首

・
暑あ

つ

ぐ
る
し
恨う
ら

め
し
ご
と
も
懐な
つ

か
し
き
こ
と
も
忘わ
す

れ
む
夏な
つ

の
心こ
こ
ろは

〔
初
出
〕
暑あ

つ

ぐ
る
し
恨う
ら

め
し
ご
と
も
懐な
つ

か
し
き
こ
と
も
忘わ
す

れ
む
夏な
つ

の
心こ

ゝ
ろ

は

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
七
日
）【
②
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
175

・
形ぎ
や
う

相さ
う

の
醜み
に
くき
夏な
つ

は
わ
れ
か
と
も
汗あ
せ

に
ひ
た
り
て
思お
も

ふ
人ひ
と

か
な

〔
初
出
〕
形げ

う

相そ
う

の
醜み
に
くき
夏な
つ

は
わ
れ
か
と
も
汗あ
せ

に
ひ
た
り
て
思お
も

ふ
人ひ
と

か
な

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
七
日
）【
②
】）

〔
歌
集
〕
形ぎ

や
う

相さ
う

の
み
に
く
き
夏な
つ

は
わ
れ
な
り
と
汗あ
せ

に
ひ
た
り
て
思お
も

ふ
人ひ
と

か
な

（『
火
の
鳥
』
439
）

・
夏な

つ

の
夜よ

の
暁あ
け

近ち
か

し
な
ど
つ
ぶ
や
く
は
恋こ
ひ

人び
と

め
き
し
女を
ん
なと
も
だ
ち

〔
初
出
〕
夏な

つ

の
夜よ

の
曉あ
け

近ち
か

し
な
ど
つ
ぶ
や
く
は
戀こ
ひ

人び
と

め
き
し
女を
ん
なと
も
だ
ち

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
七
日
）【
②
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
176

・
い
な
づ
ま
の
幾い
く

筋す
ぢ

落お

ち
て
そ
の
の
ち
の
黒く
ろ

き
木こ

立だ
ち

は
そ
よ
風か
ぜ

を
吹ふ

く

〔
初
出
〕
い
な
づ
ま
の
幾い

く

筋す
ぢ

落お

ち
て
そ
の
の
ち
の
黒く
ろ

き
木こ

立だ
ち

は
そ
よ
風か
ぜ

を
吹ふ

く

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
九
月
一
日
）【
③
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
168
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（『
火
の
鳥
』
119　
〔
改
全
〕
初
版
同
）

・
夜よ

の
二に

時じ

を
晝ひ
る

の
こ
こ
ち
に
往ゆ
き

來き

す
る
家い
へ

の
う
ち
か
な
子こ

の
病や
ま
ひゆ
ゑ

〔
歌
集
〕
夜よ

の
二に

時じ

を
晝ひ
る

の
心
地
に
ゆ
き
き
す
る
家い
へ

の
う
ち
か
な
子こ

の
病や
ま
ひゆ
ゑ

（『
火
の
鳥
』
122　
〔
改
全
〕
初
版
同
）

●
日ひ

の
く
れ
に
病や

む
子こ

の
頬ほ

に
も
似に

る
さ
く
ら
隣と
な
りよ
り
散ち

る
あ
さ
ま
し
き
ほ
ど

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

●
子こ

の
病や

み
て
晝ひ
る

夜よ
る

わ
か
ぬ
時と
き

に
さ
へ
君き
み

の
あ
ら
ば
と
思お
も

ふ
家い
へ

か
な

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

・
し
ど
け
無な

く
う
ち
乱み
だ

れ
し
も
乱み
だ

れ
ぬ
も
机つ
く
ゑは
さ
び
し
君き
み

あ
ら
ぬ
時と
き

〔
歌
集
〕
し
ど
け
な
く
う
ち
亂み
だ

れ
し
も
亂み
だ

れ
ぬ
も
机つ
く
ゑは
淋さ

び

し
君き
み

あ
ら
ぬ
時と
き

（『
火
の
鳥
』
118　
〔
改
全
〕
⑶
⑷
み
だ
れ
ぬ
も
机
は
寂
し
）

●
病や

ま
ひす
る
子こ

が
枕ま
く
ら

邉べ

に
む
つ
ま
じ
き
二ふ
た
り人
三み
た
り人
と
語か
た

る
夜よ

の
雨あ
め

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

●
わ
が
鉢は

ち

に
萎し
ほ

れ
し
花は
な

の
こ
こ
ち
す
る
病や

め
る
子こ

を
見み

て
天あ
め

地つ
ち

も
う
し

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

・
窓ま
ど

の
も
と
縁え
ん

の
は
し
ば
し
唯た

だ
暑あ
つ

し
死し

に
た
る
家い
へ

と
夏な
つ

は
云い

は
ま
し

〔
初
出
〕
窓ま

ど

の
も
と
緣え
ん

の
は
し
ば
し
唯た

だ
暑あ
つ

し
死し

に
た
る
家い
へ

と
夏な
つ

は
云い

は
ま
し

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
八
月
一
七
日
）【
④
】）

〔
拾
遺
（
大
正
六
年
）〕
150

・
わ
が
気き

随ず
ゐ

烈は
げ

し
く
な
り
て
か
こ
つ
な
り
恋こ
ひ

の
が
れ
ん
と
男を
と
この
や
う
に

〔
初
出
〕
わ
が
氣き

隨ず
い

烈は
げ

し
く
な
り
て
か
こ
つ
な
り
戀こ
ひ

の
が
れ
ん
と
男を
と
この
や
う
に

（「
大
阪
毎
日
」（
大
正
六
年
八
月
一
一
日
）【
⑤
】）

〔
歌
集
〕
身み

の
病や

め
ば
氣き

隨ず
ゐ

つ
の
り
て
思お
も

ふ
な
り
戀こ
ひ

の
が
れ
ん
と
男を
と
この
如ご
と

く

（『
火
の
鳥
』
441
）

【
図
版
５
】
与
謝
野
晶
子
自
筆
歌
稿
「
お
こ
た
ら
む
」
一
〇
首

・
お
こ
た
ら
む
病や

ま
ひ

重お
も

ら
む
と
も
か
く
も
思お
も

ひ
え
わ
か
ず
い
と
ほ
し
き
子こ

よ

〔
歌
集
〕
お
こ
た
ら
ん
病や

ま
ひ
お
も重ら

ん
と
も
か
く
も
思お
も
ひ
え
分わ

か
ず
い
と
ほ
し
き
子こ

よ

（『
火
の
鳥
』
124　
〔
改
全
〕
初
版
同
）

●
病や

ま
ひす
る
子こ

と
居ゐ

て
思お
も

ふ
寿じ
ゆ

命み
や
う

經き
や
う

無む

量り
や
う

寿じ
ゆ

經き
や
うと
云い

ふ
如ご
と

き
名な

も

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録

・
し
み
じ
み
と
子こ

の
年と
し

ほ
ど
の
わ
が
見み

つ
る
世せ

界か
い

を
思お
も

ふ
病や

め
ば
み
と
り
て

〔
歌
集
〕
し
み
じ
み
と
子こ

の
年と
し
ほ
ど
の
わ
が
見み

つ
る
世せ

界か
い
を
思お
も
ふ
病や

め
ば
看み

護と

り
て

こ
ゝ
ち
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与謝野晶子自筆歌稿「覇王樹」「暑ぐるし」「おこたらむ」

【
紙
面
①
】
大
正
三
年
三
月
一
五
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

●
熱ね
つ

病や

み
て
怪あ
や

し
き
こ
と
を
云い

ひ
つ
の
る
子こ

も
さ
の
み
と
し
筆ふ
で

と
り
ぬ
わ
れ

〔
初
出
〕
不
明　
〔
歌
集
〕
未
所
収　

＊
『
全
集
』
未
収
録
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【
紙
面
③
】
大
正
六
年
九
月
一
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

【
紙
面
②
】
大
正
六
年
九
月
七
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」



－31－

与謝野晶子自筆歌稿「覇王樹」「暑ぐるし」「おこたらむ」

【
紙
面
⑤
】
大
正
六
年
八
月
一
一
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

【
紙
面
④
】
大
正
六
年
八
月
一
七
日
付
「
大
阪
毎
日
新
聞


